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地域医療連携ツール「 」のしくみ

セキュリティの保たれたネットワーク上でセキュリティの保たれたネットワーク上で

地域の様々な医療者が患者情報を共有できるツール



受理

カルテ

Step 1 ： カルテの作成

Step 2 ： 紹介状の送信

Step 3 ： 紹介状の受理

Step 4 ： カルテの共有開始

紹介状

カルテ

カルテ

カルテ カルテ

� Net4Uの患者情報は、患者にかかわるユーザーのみが閲覧・更
新する事が出来ます。
� 病院から診療所、診療所から訪問看護ステーション、保険薬局へ
「招待状」を送ることで、患者情報の共有が開始されます。

の情報共有・セキュリティの仕組み

カルテ



の主な機能

� 電子カルテの共有機能

� 所⾒・処置⼊⼒機能

� 処⽅⼊⼒機能

� 画像添付機能

� PDFファイル添付機能

� 紹介状作成と送付機能

� 訪問看護指示書作成と

送付機能

� 臨床検査データの⾃動

取り込み機能

� 複数医療機関の検査結

果表⽰機能（時系列・

グラフ化）

� 新着情報通知機能
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� 病 院 ５施設

鶴岡市⽴荘内病院 他

� 診療所 35施設

（内科、胃腸科、整形外科、泌尿器科、⼩児科、

眼科、耳鼻科、皮膚科など）

� その他

� 訪問看護ステーション 2

� ケアマネ施設 2

� 介護⽼⼈保健施設 1

� 特別養護⽼⼈ホーム 1

� 調剤薬局 4

� 荘内地区健康管理センター（検査部門） １

� 他の⺠間検査会社 3社

（ 年 月 日現在）Net4U 参加施設 （H23H23H23H23年2222月1111日現在）



登録患者数と共有患者数の推移

02年1⽉〜11年2 月1日
登録患者数: 23,914名

共有患者数:  5,875名



Net4Uの活⽤事例

とくに在宅医療において



在宅医療と多施設・多職種の連携在宅医療と多施設・多職種の連携

訪問看護ステーション

主治医

在宅患者

病院（急性期・療養型）

特養・⽼健

専門医

往

診

連携

訪問

指
示
書

報
告
書

連

携

連携

訪問



Net4Uを活⽤した事例紹介（42歳・⼥性）

�平成20年6月： 腰痛出現（腰椎圧迫骨折）

�平成20年8月： MRIにて多発性転移性骨腫瘍の診断

（原発不明）

�平成20年12月25⽇：在宅へ移⾏

�平成20年9月： 荘内病院内科入院、高Ca血症是正や

疼痛コントロールを主体に治療

（原発不明のまま）

Net4Uへ記載開始



中核病院で登録し、在宅主治医

へ紹介状を送付



退院カンファレンスシートなど
の患者情報をＰＤＦ形式で貼付



在宅主治医が、紹介状機

能を使い、病院主治医へ
意⾒を求めている



病院主治医から
在宅主治医への回答



訪問看護指示書を訪問看
護STへ送信。これ以降、
訪問看護師もカルテ共有
可能となる。

訪問看護指⽰書の発⾏で、訪

問看護師もカルテが参照可能
となる



訪問看護師は、訪問後、
処置内容や連絡事項を
記載



在宅主治医の訪問時の記載

と処方内容



検査データは、自動的に
カルテに貼付され、多職
種で共有される



在宅主治医が作成した表

もＰＤＦ化することで貼
付可能



Net4Uへの記載数

（12月25⽇〜6月11日）

� 病院内科主治医（1名） ：4件

� 病院ＰＣＴ（４名） ：17件

� 在宅主治医（1名） ：50件

� 訪問看護師（3名） ：40件

� 訪問リハ（2名） ：13件

� 述べ記載数 ：119件

� 延べ記載者 ：11名



在宅緩和ケアにおけるNet4Uの成果

� 多職種が情報を共有し、相互にコミュニケーション

できるツールとして有用

� 多職種がゆえに、ばらばらになりがちな治療⽅針を

皆で共有することができ、同じ方向で患者に向き合

える

� 他職種の処置内容や患者・家族への説明などがリア

ルタイムに把握できる

� 電話と異なり時間的制約がない

� ディスカッション内容などの記録が残る

� 画像、検査結果、処方などを共有できる



Net4U利⽤状況 実数 %

導入済み 4 12.1%

導入予定 8 24.2%

導入予定なし 20 60.6%

不明 1 3.0%

総 計 33
100.0

%

導入

済み

導入

予定
導入

予定

なし

不明

居宅介護事業所におけるNet4U利⽤状況



Net4U導入済み

� ケースによっては利⽤している。特に状況が変化し

やすい人の場合は、情報共有がタイムリーにできる

のでありがたい。

慣れてしまえば、書き込みも難しくはなく、電話や

書⾯での連絡に変わる程度なので負担感はない。



Net4U導入済み

� 褥創があるケースでリハビリをしたいとのことで多職種で関

わったケースがある。Net4U活用により、これまでの経過

や、主治医の処⽅や指⽰なども遡って⾒れることもあり利⽤

者の理解に繋がった。また、褥創の患部を訪問看護師さんが

撮影した写真で確認できるなど、客観的データより適切な⽀

援が可能になっていると思われる。 主治医に指示をいただ

いたり、情報を早期に伝えることもできる。他職種で同じ

ツールを利⽤することはより良い⽀援ができることを実感し

ている。



Net4U導入済み

� ありがたいと思うのは、利⽤者の状況をタイムリー

に情報提供でき、より早期の適切な対応につながっ

ている。ケアマネジャーとしても気軽に連携でき精

神的負担の軽減になっていると思う。ケアプランを

添付も可能である。活用の可能性は大きいと思う。



導入の予定なし

� 組織の都合で当面導入予定なしです。

� 近医と電話や文書でやり取りをしているので、必要を感

じない。情報管理の⾯、パソコン管理⾯、セキュリティ、

パソコン不得⼿など課題が多い。周囲で使っている⼈が

多くなれば検討する。

� 仕事量がかなり増加しそうである。パソコンに精通して

いないため不安もある。セキュリティ⾯でも対応するに

まだまだ不⼗分である。



導入の予定なし

� インターネットと繋がっているパソコンは施設内の

事務室にしかないため、導⼊にあたって不便さがあ

る。在宅主治医からNet4Uの導入を促されたが、活

⽤頻度が少ないため取り組むところまでいっていな

い。

� 荘⻑等に説明及び導⼊依頼してほしい。





サイトポータル画面



患者ポータル画面



所⾒登録画⾯



患者一覧画面



文書一覧画面



文書登録画面


